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都
議
選
結
果
が
参
院
選

で
反
映
さ
れ
れ
ば
、
自
民

党
は
厳
し
い
戦
い
と
な

る
。
看
板
候
補
と
な
る
前

ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
の
鈴
木

大
地
氏
を
擁
立
。
現
職
の

武
見
敬
三
氏
と
2
議
席
獲

得
を
目
指
す
。
人
気
が
鈴

　

参
議
院
選
挙
が
7
月
3
日
公
示
さ
れ
、
欠
員
の
補
充
を
含
む
7
議
席

を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
る
東
京
選
挙
区
に
は
32
人
が
立
候
補
し
た
。
20
日

に
投
開
票
さ
れ
る
。
自
公
が
非
改
選
と
合
わ
せ
過
半
数
と
な
る
50
議
席

を
取
れ
る
か
が
最
大
の
焦
点
。
政
権
選
択
選
挙
と
も
い
わ
れ
る
が
、
自

公
政
権
に
対
す
る
政
権
の
枠
組
が
示
さ
れ
な
い
な
ら
政
権
選
択
と
い
え

な
い
。
そ
れ
で
も
近
年
の
国
政
選
挙
の
中
で
は
極
め
て
重
要
な
選
挙
と

い
え
る
。
結
果
に
よ
っ
て
は
政
権
の
枠
組
の
変
化
、
数
年
内
に
政
権
交

代
や
政
界
再
編
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
ま
る
。
　
　
　
　（
岡
村
信
良
）

結
果
で
政
権
維
持
か
、
枠
組
変
化

か
　
政
権
交
代
、
政
界
再
編
も

自
公  

背
水
の
選
挙
戦

木
氏
に
集
中
す
れ
ば
武
見

氏
は
当
選
圏
外
に
は
じ
か

れ
る
。
支
持
票
が
2
分
さ

れ
る
と
2
議
席
獲
得
の
目

も
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
党

勢
の
回
復
が
課
題
だ
。

　

立
憲
民
主
党
と
国
民
民

主
党
も
2
議
席
を
狙
う
。

立
憲
現
職
の
塩
村
文
夏
氏

は
立
憲
支
持
票
に
個
人
人

気
が
加
わ
り
当
選
圏
を
伺

う
。
同
じ
く
現
職
の
奥
村

政
佳
氏
は
議
席
死
守
に
懸

命
だ
。

　

国
民
民
主
新
人
は
牛
田

茉
友
氏
（
40
）
の
前
評
判

が
上
々
で
当
選
圏
が
視

野
。
同
じ
く
新
人
の
奥
村

祥
大
氏
（
31
）
は
当
選
圏

目
指
し
懸
命
だ
。
た
だ
、

同
党
公
認
問
題
で
い
ざ
こ

ざ
が
起
き
た
無
所
属
新
人

の
山
尾
志
桜
里
氏
（
50
）

の
立
候
補
が
ど
う
影
響
す

る
か
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

公
明
党
と
共
産
党
は
党

勢
が
衰
退
傾
向
に
あ
る

が
、
さ
す
が
に
東
京
で
は

議
席
確
保
が
濃
厚
だ
。
公

明
新
人
の
川
村
雄
大
氏

（
41
）
は
万
全
の
準
備
で

優
勢
、
共
産
現
職
の
吉
良

佳
子
氏
（
42
）
も
組
織
に

緩
み
は
な
い
。

　

立
憲
１
、
自
民
１
、
公

明
１
、
共
産
１
が
当
選
圏

入
り
。
残
り
３
議
席
を
め

ぐ
っ
て
は
ベ
テ
ラ
ン
の
政

治
記
者
で
も
今
回
は
読
み

切
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
分

か
ら
な
い
と
い
う
。
参
政

党
新
人
の
さ
や
氏
（
43
）、

再
生
の
道
新
人
の
吉
田
綾

氏
（
40
）
の
票
の
出
方
は

ま
っ
た
く
不
透
明
だ
。

　

知
名
度
の
あ
る
日
本
維

新
の
会
元
職
の
音
喜
多
駿

氏
（
41
）
や
復
活
を
期
す

れ
い
わ
新
選
組
新
人
の
山

本
譲
司
氏
（
62
）
も
力
が

あ
る
。

　

都
議
選
で
は
、
自
民
党

都
連
会
長
の
井
上
衆
院
議

員
と
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の

会
代
表
の
森
村
隆
行
都
議

が
テ
レ
ビ
で
連
日
報
道
さ

れ
、
東
京
25
区
管
内
住
民

に
は
「
選
挙
が
身
近
な
も

の
に
感
じ
ら
れ
た
」
と
い

う
人
も
多
か
っ
た
。

　

参
院
選
で
も
井
上
衆
院

議
員
は
武
見
氏
と
鈴
木
氏

の
応
援
で
東
京
中
を
回
り

参院選　7月 20 日投開票

7 議席をめぐり 32 人が立候補

          東京選挙区立候補者（届け出順）

▼共産党現職の吉良佳子氏（42）▼れいわ新選組
新人の山本譲司氏（62）▼無所属新人の吉永藍氏

（50）▼無所属新人の土居賢真氏（53）▼日本改
革党新人の藤川広明氏（53）▼社民党新人の西美
友加氏（53）▼日本保守党新人の小坂英二氏（52）
▼参政党新人のさや氏（43）▼チームみらい新人
の峰島侑也氏（35）▼自民党現職の武見敬三氏（73）
▼立憲民主党現職の奥村政佳氏（47）▼国民民主
党新人の牛田茉友氏（40）▼みんなでつくる党新
人の酒井智浩氏（55）▼諸派の新人の福村康廣氏

（68）▼諸派の新人の桑島康文氏（64）▼諸派新
人の渋谷莉孔氏（40）▼国民民主党新人の奥村祥
大氏（31）▼再生の道新人の吉田綾氏（40）▼自
民党新人の鈴木大地氏（58）▼立憲民主党現職の
塩村文夏氏（47）▼無所属新人の吉澤恵理氏（55）
▼日本改革党の新人の市川たけしま氏（57）▼公
明党新人の川村雄大氏（41）▼日本維新の会元議
員の音喜多駿氏（41）▼無所属新人の平野雨龍氏

（31）▼無所属新人の山尾志桜里氏（50）▼日本
誠真会新人の千葉均氏（62）▼無所属新人の増田
昇氏（47）▼無所属連合新人の辻健太郎氏（39）
▼諸派新人の早川幹夫氏（77）▼ NHK 党新人の
石丸幸人氏（52）▼無所属新人の高橋健司氏（54）

存
在
感
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
東
京
選
挙
区
で
注

目
さ
れ
る
の
が
、
都
議
選

の
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

の
得
票
が
ど
こ
へ
流
れ
る

か
だ
。
国
民
民
主
と
政
策

が
近
い
と
言
わ
れ
る
が
、

共
産
を
除
く
ど
の
党
に
流

れ
て
も
お
か
し
く
な
い
。

　

２
０
２
２
年
選
挙
は

定
数
６
に
34
人
が
立
候

補
。
投
票
率
は
56
・
55
％

だ
っ
た
。
当
選
者
の
党
派

別
内
訳
は
自
民
２
、
公

明
、
共
産
、
立
憲
、
れ
い

わ
が
そ
れ
ぞ
れ
１
。
次
点

は
維
新
と
な
っ
た
。
６
位

当
選
の
山
本
太
郎
氏
が

56
万
５
９
２
５
票
、
次
点

と
の
差
は
３
万
５
０
０
０

票
ほ
ど
だ
っ
た
。　

　

福
生
の
幸
楽
園
（
福
生

市
熊
川
）
で
６
月
26
日
、

小
説
家
の
谷
津
矢
車
さ
ん

が
、「
蔦
屋
重
三
郎
は
何

者
か
」
を
テ
ー
マ
に
史
実

を
ベ
ー
ス
に
し
て
講
演
を

行
っ
た
。
主
催
は
青
梅
優

法
会
で
、
横
浜
流
星
さ
ん

の
主
演
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
～
蔦
重

栄
華
之
夢
噺
～
」
の
放
送

が
佳
境
を
迎
え
る
中
、
会

福
生
で
小
説
家
・
谷
津
矢
車
さ
ん
講
演

員
20
人
が
聴

講
し
た
。

　

谷
津
さ
ん

が
重
三
郎
を

主
人
公
に

「
蔦
屋
」（
文

春
文
庫
）
を

描
い
た
の
は

11
年
前
の
こ

と
。
歴
史
資

料
に
乏
し

く
、そ
の
頃
、

蔦
屋
を
取
り
上
げ
た
作
品

は
少
な
か
っ
た
。
谷
津
さ

ん
は
「
江
戸
中
期
の
出
版

界
に
彗
星
の
ご
と
く
登
場

し
、
瞬
く
間
に
頂
点
に
ま

で
上
り
詰
め
た
版
元
、
そ

れ
が
重
三
郎
」
と
、
そ
の

生
涯
を
紹
介
し
た
。

　

１
７
７
５
年
、
地
本
問

屋
鱗
形
屋
と
付
き
合
い
の

あ
っ
た
絵
師
や
作
家
が
蔦

屋
に
移
籍
す
る
。「
そ
の

背
景
に
は
蔦
屋
の
吉
原
人

脈
が
あ
っ
た
の
で
は
」
と

紹
介
。
同
年
、
当
時
人
気

の
絵
師
を
起
用
し
、
自
ら

吉
原
の
女
郎
や
店
を
紹
介

す
る
雑
誌
「
吉
原
細
見
」

を
版
行
す
る
が
、「
情
報

が
古
く
使
え
ず
、
新
た
に

情
報
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し

た
ほ
か
、
江
戸
土
産
と
し

て
も
人
気
だ
っ
た
こ
と
に

着
目
。
挿
絵
を
入
れ
ヒ
ッ

ト
さ
せ
た
」
と
し
た
。

　

１
７
８
３
年
に
は
、
江

「蔦屋重三郎は何者か」をテーマに

谷津さんへの期待を込めあいさつする小澤会長（右）

戸
の
地
本
問
屋
の
丸
屋
小

兵
衛
の
店
を
買
い
上
げ
日

本
橋
通
油
町
に
進
出
。「
業

界
の
一
丁
目
で
、
江
戸
の

地
本
問
屋
が
集
ま
る
激
戦

地
。
そ
の
頃
、新
人
絵
師
、

喜
多
川
歌
麿
を
起
用
。
大

田
南
畝
、
恋
川
春
町
ら
と

付
き
合
い
を
深
め
て
い

る
。
重
三
郎
の
商
売
は
、

鱗
形
屋
か
ら
引
き
抜
い
た

大
作
家
を
伸
ば
し
、
自
分

で
見
い
だ
し
た
新
人
を
売

り
出
す
と
い
う
計
画
的
な

事
業
展
開
だ
っ
た
」
と
解

説
し
た
。

　

そ
の
後
も
天
明
狂
歌
ブ

ー
ム
に
乗
り
、
狂
歌
本
を

売
り
出
し
、
世
相
を
描
写

し
た
読
み
物
の
黄
表
紙
、

歌
麿
の
美
人
画
や
東
洲
斎

写
楽
の
役
者
絵
な
ど
人
気

作
を
連
発
し
た
。

　

谷
津
さ
ん
は
「
重
三
郎

に
関
す
る
資
料
は
本
当
に

少
な
い
。
人
と
な
り
も
不

明
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
小

説
や
演
劇
な
ど
で
扱
っ
て

い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
想

像
な
の
で
、
創
作
話
を
面

白
が
っ
て
読
ん
で
も
ら
え

た
ら
作
家
と
し
て
う
れ
し

い
限
り
」
と
締
め
く
く
っ

た
。

　

同
会
の
小
澤
順
一
郎
会

長
は
「
青
梅
出
身
の
若
手

作
家
が
活
躍
す
る
姿
が
市

民
と
し
て
誇
り
で
あ
り
、

う
れ
し
い
」
と
今
後
の
健

筆
に
期
待
を
寄
せ
た
。

講
演
す
る
谷
津
さ
ん


